
学校関係者評価 最終評価
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

・７つの主な事業（取組）に対しての学
校の組織的な対応による取組の実
施・充実

①全国学力・学習状況調査にて平均
正答率70%
②東京ベーシック・ドリル診断シート平
均正答率80%
③家庭学習キャンペーンにおいて、
目標とする家庭学習時間数の達成率
90%

B C

➊平均正答率60%
➋平均正答率63%
➌達成率80%
●基礎学力の定着が不十分。習熟度
や繰り返し学習などを行い、学力向上
を目指す。家庭の協力も促していく。

C

基礎学力の定着を目指し、学校が鋭
意努力してくれていることはうかがえ
る。
目標の設定自体に無理があったことも
考えられるので、さらに根拠をもった
目標設定が必要。

○教員の指導力向上に向けた研修機
会の確保。
○朝の時間を活用して、繰り返し学習
などを徹底。
○放課後補習教室を活用して、ＣＤ層
の底上げを図る。

・全学級で探究的な学習の充実を図
る。
・地域図書館との連携を図り、各教科
指導の充実を図る。

①調べる学習を充実させ、「調べる学
習コンクール」への参加率30%
②学校図書館スーパーバイザーと連
携した授業の実践を各学年1回以上

B ※

➊呼びかけをしており、今後の参加を
促していく。
➋目標達成に向けて、打ち合わせを
継続している。

※

読書科の取組については、地域にま
では浸透していないので、もっと広報
活動をしていく必要があるのではない
か。

○読書科の取組に対する、保護者地
域への積極的な広報活動。
○図書ボランティアと連携して、図書
室の環境整備の一層の推進。

・ICT機器を活用した授業の実践 ①ＩＣＴ機器を活用した学習を毎日実
施 A A

①ほぼすべての学級で毎日ＩＣＴ機器
を活用した授業を行っている。 B

タブレットの功罪もよく聞かれる。リテラ
シーの徹底をお願いしたい。

○ネットリテラシーの指導徹底につい
て、さらに機会を増やす。

体力の向上

・体力向上「三松体力チャレンジ道
場」の取組
・運動遊び「わくわくタイム」実施
・アスリートによる授業、パラスポーツ
体験の実施

①認定証を受ける児童70%
②東京都児童・生徒体力・運動能力、
生活・運動習慣等調査で、都や区の
平均を上回る項目50%

A B

●２学期の実施に向けて、計画を立て
ていく。
②都の平均値を上回った項目60%
〇瞬発系の運動では、多くの学年が
平均値を超えた。
●走力を問われる運動では、平均値
を超える学年がなかった。

B

体力低下は、地域においても問題視
されている。子供たちが思い切り走り
回れる公園や遊び場の整備など、地
域も区と連携して進めていくべき問題
と捉えている。

○走力向上に向けた「三松チャレンジ
同上」の内容の見直し。
○クラス遊びなどを積極的に取り入
れ、より多くの児童が校庭遊びを楽し
める機会を創出。

共生社会の
実現に向け
た教育の推
進

・特別支援学級との共同学習の充実

・特別支援教育に関する研修の実施

①交流学習を実施する学級100%

②特別支援教育研修を各学期1回
A A

①現在までに5年生と4年生が交流学
習を実施。今後も継続していく。
②1学期に研修を開催。2学期も予定
している。
○特別支援教育に対する理解の深ま
りを得ている。

A

障害をもったお子さんの保護者の方
の苦労は並大抵ではない。差別され
ることなく、みなが平等に生きていける
社会の構築に邁進してほしい。

○交流学習をさらに推進し、教員の特
別支援教育に対する理解を深める。
○保護者・地域に対し、特別支援教
育の重要性について啓発機会を創
出。

子どもたち
の健全育成

・アンケート、hyper-QUの計画的な実
施、活用
・毎週の生活指導夕会の充実
・SC、SSW、外部機関との連携を図
る。

①いじめ問題解決100%
②問題行動等の情報把握、未然防
止、早期解決
③校内委員会に関係機関を招いて、
月1回定期的に開催

B C

➊いじめ認知件数は３件。解決に向け
た指導を継続している。
➋学年によって落ち着かない状況もあ
るが、指導を継続している。
③校内委員会は毎月開催し、配慮児
童の対応方法などを検討共有してい
る。

B

いじめの重大案件に至っていないこと
は、十分に評価できる。
民生委員も地域でその目を見つけれ
ば、すぐに学校と連携をとれる体制は
整えている。協力していきたい。

○「いじめはどこにでも起こるもの」とい
う認識に立ち、早期発見・早期解決に
向けた教職員の連携強化。
○「いじめは許さない」という絶対の指
針をもって被害・加害児童の救済・指
導に取り組む。

・学校ホームページの定期的な更新
・学校公開を年4回実施

①各学年のHP更新回数2回/週
②学校公開への保護者参加80%

A B

①ＨＰ更新回数１００％
➋参加率70%
〇コロナ禍収束により、参加率は増え
てきている。さらに有意義な学校公開
にすべく計画していく。

B

ホームページが盛んに更新されてい
ることは承知している。校長のページ
も毎日大変かと思うが、ぜひ続けてい
くことを希望する。

○ホームページの内容を常に見直
し、保護者・地域が欲する情報を更新
していく。

・学校行事における保護者へのアン
ケート実施、分析と公開
・児童、保護者、学校評議員、教職員
アンケートを計画的に実施

①アンケート回収率80%

②アンケート回収後のフィードバック
実施100%

A B

➊回収率60%
②学校だよりを通じたフィードバック
100%
●今年度より、アンケートをネット利用
にしたが、周知が十分ではなかった。

B

学校公開がより広い範囲で公開され
ていくことが必要。コロナ禍の制限が
緩和された今、ぜひ積極的に公開し
ていってほしい。

○学校公開の内容や時間帯等を見直
し、より幅広く参観者を受け入れてい
く。

・年に2回、全校児童や保護者を対象
に発表会を開く。

①活動終了後の児童の満足度80%

A A

①満足度９０％
●楽器にかける予算の減少により、今
後の活動を見直していく必要がある。 A

ブラスバンドは地域も楽しみにしてい
るが、予算や指導者の関係などで今
の体制を継続していくことが難しいこと
もわかる。時代に合わせてより良い指
導体制を築いていってほしい。

○ブラスバンドのあり様を見直し、児
童にとって実のある活動にしていく。

・各学年で地域人材を活用した学習
活動を展開する。

①各学年の学習機会2回/年

A A

①各学年とも1回以上ゲストティー
チャーを招いた授業を実施。
〇さらに地域人材を発掘し、体験的な
学習の機会を創出していく。

A

地域に埋もれている人材は、必ずい
る。地域と学校が連携して、人材の発
掘・活用を推進して、子供たちにより
多様な機会を与えられるよう、協力し
ていきたい。

○地域人材の発掘に努め、多様な学
習機会の創出に努める。

特色ある教
育の展開

6年生全員参加のブラスバンド

地域人材を生かした学習機会創出

＜特別支援教育の推進＞
・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた
個に応じた指導の実施・充実
・エンカレッジルームの活用促進
・副籍交流、交流及び共同学習の実施・充
実
＜子どもたちの健全育成に向けた取組＞
・不登校対策の実施・充実
・教育相談の強化
・hypaer-QUの活用

地域に広く
開かれた学
校（園）の実
現

＜自校の取組の積極的な発信＞
・学校ホームページの充実等
・学校公開の実施・充実

＜学校関係者評価の充実＞
・教育活動の改善・充実に向けた学校関係
者評価の実施

年度末に向けた
改善策

学力の向上

＜学力の向上＞
・授業改善の推進、学習の基盤となる基礎・
基本の確実な習得、家庭学習習慣に対して
の学校の組織的な対応による取組の実施・
充実

＜読書科の更なる充実＞
・読書を通じた探究的な学習の実施・充実

＜デジタル技術の活用能力向上＞
・一人一台端末を活用した個別最適な学び
の実現

自己評価 学校関係者評価

＜運動意欲や基礎体力の向上＞
・運動に親しむ児童の育成

教育委員会
重点課題

＜取組項目＞　・評価の視点 具体的な取組 数値目標

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞  ・ICT機器を活用する工夫を行い、児童の学習意欲を向上させることができた。
　　　　　　　・いじめや不登校の未然防止に、校内外の教職員と連携を図り、効果が見られた。
＜課題＞  ・学力面で個人差に対応した指導のさらなる工夫、充実が必要である。
　　　　　　　・体力向上を課題として取り組んだが、目標値達成まで至っていない。引き続き持久力、投力を高める運動を中心に、体力向上を目指していく。

令和５年度 江戸川区立第三松江小学校

学校教育目標
・思いやりのある子　　　　　・すすんで学習する子
・仕事をやりぬく子　　　　　・体をきたえる子

「子供の笑顔が輝きあふれる楽しい学校」「教職員が教えることの喜びに満ちた学校」「保護者・地域から信頼され愛される学校」
「思いやりの心を大切にする子」「豊かに考えを深めていく子」「責任をもって最後まで取り組む子」「明るく活発に運動に取り組む子」
「子供を深く理解する教師」「分かる喜び・できる喜びを味わえる授業をする教師」「生活指導を充実させる教師」


